２月の例会から行います「天体写真勉強会」について、お知らせ致します。
 

≪第一回川越天文同好会「天体写真勉強会」≫
実施予定は２月の例会より、各メニューを１時間程度行います。
1. 初級編
①デジタル一眼レフカメラによるタイムラプス撮影と星の軌跡の撮影法及び画像処理。　
※各自持参する物・・・ノートPC(OS,Windowsのみ).電源コード3m程度.メモリースティック.

　 デジタル一眼レフカメラ.お持ちの方はレリーズ又はタイマーリモートコントローラー
 　※こちらで用意する物・・・画像処理ソフト.サンプル画像

   (サンプル画像は元画像を配布致しますので、実際に画像処理をその場で体験して頂き　

　　ます.)。 
②初級編にて要望が有れば月面の直焦点撮影。
2. 中級編
①太陽撮影と画像処理

(白色減光)(Hα)　サンプル画像有り、ソフト配布有り(OS,Windowsのみ)
※使用カメラは一眼レフ及びUSB CAM。
デジカメは多枚数撮影とコンポジット。
USB CAMはAVI動画撮影から静止画作成までの画像処理。
   希望が有ればステライメージV9を使用してのモザイク撮影とPhotoshop Elementsを使用してのモザイク合成を行います。

②月、惑星のUSB CAMによる撮影と画像処理
拡大撮影やモザイク合成RegiStaxでの処理等。
③直焦点撮影　
ポタ赤を含むノータッチガイド撮影と画像処理。
   3.上級編メニュー

①直焦点撮影　
オートガイドについて。配布ソフト有り

②直焦点撮影　
ダークフレーム取得法とダーク減算について。(デジカメ編　冷却CCD編)

 冷却CCDはMaxim DL及びステライメージよるバイアス・ダーク減算。

デジカメはRAP2によるダーク減算。
③直焦点撮影
フラットフレーム取得法とフラット処理について。(デジカメ編　冷却CCD編)
冷却CCDはMaxim DL及びステライメージよるフラット処理。
デジカメはRAP2によるフラット処理。

④直焦点撮影　
画像処理まとめとマスク処理。
⑤流星撮影
　UFOキャプチャーによる流星観測法について。
